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　入社4年目の田村洋一郎氏は、今、メ
インフレームからIBM iへ移行する
ユーザーの基幹システムにかかりっき
りである。というのも、開発スケジュー
ルが非常にタイトになっているからだ。
　現在は、内部設計と開発が並行して
進行中である。田村氏は、仕様書の作
成と進捗管理の担当なので、仕様書を
書いて10名程度の開発者に仕事を割り
振り、開発の進捗を見ながら、次の仕様
書を作成するという仕事の進め方をし
ている。
　進捗管理の担当は2度目となる。初
めて担当した時は、周りにたくさんの
フォローをもらいながらの担当であっ
たが、今回はメインの担当としてきめ
細かな目配りが要求されている。

　開発の予実管理を行えるALM
（Application Lifecycle Manegemet）
ツールを導入しているので、サーバー
に上げられたプログラムを見れば、
どういう進捗状況かを確認できます。
それを基に、しつこいくらいスピード
アップを促したり様子を聞いたりし
ていますが、それでもスケジュール
通りにすんなりとはいきません。遅
れが発生しそうならできるだけ早く

報告してもらい、調整可能な人に
振っていくことを心がけています。
進捗管理という仕事は奥が深いなと
思いますね。

　田村氏は今回初めて、構築するシステ
ムの業務フローの作成を担当した。以前
のプロジェクトで「業務知識を身につけ
ることの大切さと重要性が身に染みて
分かった」ので、今回はこれまで以上に
気合を入れて知識を蓄え、「業務フロー
を作らさせてください」と手を挙げた。

　リスクを考えたら、ベテランが業
務フローを作ったほうが絶対にいい
に決まっています。でも、OKが出た
ので燃えました。正直なところ、以前
のプロジェクトでは、業務知識・業
界知識を勉強していってもお客様と
の話の流れについていけないことも
ありました。しかし今回は、ご担当者
と突っ込んだ話ができ、非常に充実
感を覚えました。お客様との会話が
変わったなということが自覚できて、
とてもうれしかったですね。

　直前のプロジェクトでは、もう1つ、
強く印象に残る経験をした。完成度の

高いシステムを開発する上での「信頼
ということの重要性」だという。

　前回のプロジェクトは、ものすごく
うまくいきました。それはなぜかと考
えると、お客様とプロジェクトの責任
者だった上司との信頼関係がとても
強かったからなんですね。お客様の
ちょっとした質問にも丁寧にお答え
する。不明点があると、納得していた
だくまでご説明する。そういうことの
積み重ねで信頼関係が構築されてい
ると、同じような仕様のシステムでも
完成度はまるで違ってくるのだと思
います。

　田村氏のミガロ.に入社した動機が
面白い。

　学生時代に社会人に対して持って
いたイメージが、「疲れている」とか
「ダサい」だったんです。就職活動で
面接を受けた会社の担当者の方々
も、そんなイメージを払拭してくれる
人は少なかった気がします。しかし、
ミガロ.の社長だけは楽しそうに仕事
をしている雰囲気があってカッコい
いと思い、憧れました。ここなら「疲

I BM iの世界は高齢者ばかりではないかという風評がある。しかし、
iMagazineの調査(特集2)を見れば、30代以下が半数を超える。若い世代
がもっと見えてきていい。そんな思いで企画を立てた。トップバッターには、
一昨年、ミガロ.で「社長賞」を受賞した田村洋一郎氏にご登場を願った。
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れている」とか「ダサい」とかに無縁
でいられるかなというのが入社の動
機ですね。

　この「楽しく仕事をする」「仕事を楽
しむ」は、田村氏のモットーだ。

　SEという職種は、厳しいスケ
ジュールの中、いろいろな情報を収
集し、少しでもよいシステムを作る努
力を続けるのがミッションだと思い
ます。そのためにはモチベーション
の持続が重要ですが、そのモチベー
ションを持続させる最大のポイント
は、楽しく仕事をすることじゃないか
と思います。入社して丸3年とちょっ
とですが、仕事を楽しむことの大切
さをより強く感じます。仕事を楽しめ
る人間になっていきたいですね。

　そして、自分の仕事をスムーズに運
ぶために、分単位のスケジュール管理
を課している。

　これは入社以来、続けているんで
すが、年間・月間・週間のスケジュー
ルを立て、それをさらに日別に落と
し、毎日の分単位のスケジュールを
手で書き出して（書くことで体に覚え
させる）、目につくところに貼ってい
ます。そして1日が終わると、分単位
のスケジュールが実際はどうだった
のか、「予実管理」をしていきます。こ
うすると自分の中に時間感覚が植え
付けられて、計画的な行動ができる
ように感じています。今は、私が所属
する課の全員が実行していて、各人
のスケジュールが相互に見えるよう
になっています。進捗管理担当とし
ては、課員の仕事を把握するのにも
役立ちますね。

　田村氏は、学生時代に機械工学を専
攻し、JavaとC++のプログラミングを

修得している。そして、ミガロ.に
入社してからDelphi/400とRPG
に出会う。JavaとC++の経験を
持 つ 田 村 氏 に、Delphi/400と
RPGはどう映ったのだろうか。

　学生時代はプログラミング
があまり好きじゃなかったので
比較しづらいんですが、会社に
入ってまず覚えたのはDelphi 
/400で、開発効率のよさに
びっくりした記憶があります。
画面上のボタンを取ったり付け
たりするのをJavaやC++でや
ろうとしても、そう簡単にはい
きません。RPGのほうは、仕事
で関わるようになって自分も修
得したいと思い、周りの先輩に
教えられながら覚えました。
IBM iのデータを直に抽出し加
工できるので、シンプルで作り
やすく、よくできた言語だと感
じています。余談ですが、
5250のシステマティックで独
特なグリーン画面で初めてプロ
グラムを書いた時は、システム
エンジニアになったなと実感し
たものです。

　ところで、RPGやIBM iの今後
について、田村氏はどう思ってい
るのだろうか。

　IBM iやRPGは、それをお使
いのお客様の間では定着率が
ものすごく高いですね。特に、RPG
という言語はずっと残っていくだろ
うと感じています。RPGに対するお
客様の愛着や普及の度合いが半端で
はない印象です。それと、他の機械か
らIBM iへ切り替えるお客様と接す
ることもあり、マシンとしての信頼性
が高く評価されているのをよく耳に
します。

業務知識をつけるために書籍は欠かせない。ここに積み上げた
本は、撮影用に急きょ用意したもの。タワーになるくらいの数を
読破している。

休日には体を動かす。昨年の「第12回 大阪・淀川市民マラソン」
42.195kmを完走した。

分単位でスケジュール管理。予定時間と実績はマスクで隠した。

　目下のプロジェクトは、秋頃に統合テ
ストが予定されている。その直前まで、
内部設計と開発の並行作業と、タイトな
進捗管理が続く。
 「夏休みも取れないのでは?」。
 「いえ! しっかりと取らせてもらいます。
気分転換と休養は、仕事のモチベー
ションの維持にも必要ですから」。


